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• アスファルトとは

• アスファルトの安全性について

• SDS制度と内容について

• 今後の安全性表示等について

• 防水工事現場での作業環境測定例

• まとめ

内容
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適度の流動性を持ち、粘着性がある

所定の流動性を自由に得られる

防水性がある

水よりも重い

基本的に無害である

アスファルトの特徴
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アスファルトの組成

E. Gasthauera, et.,al., Characterization of asphalt fume composition by GC/MS and effect of temperature,
Fuel, Volume 87, Issue 7, June 2008, Pages 1428-1434

・天然由来の化合物の混合物

・「4成分」に分離し説明する場合がある（図は一例）
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アスファルトの特徴 （粘弾性体）

温度

•高温 液体状 （粘性体）

•常温 半固体 （粘弾性体）

•低温 固体状 （弾性体）

載荷時間 (力が作用する時間)
•ゆっくり 液体状

• 中間 半固体

•はやい 固体状

接着性

防水性

粘弾性

レオロジー : Rheology
Herakleitos (BC535?-475?) は、｢万物は流転する｣ παντα ρει (パンタ レイ)といった。
アメリカの物理化学者 Eugene Cook Bingham が命名。 1929年にレオロジー学会を設立。

粘弾性
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弾性体 粘弾性体 粘性体

ゆっくり動かすと
液体として振る舞う
ゆっくり動かすと
液体として振る舞う
ゆっくり動かすと
液体として振る舞う

素早く動かすと
固体として
振る舞う

素早く動かすと
固体として
振る舞う

素早く動かすと
固体として
振る舞う

アスファルトの特徴 （模式図）
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B.C. 2000～3000年 「創世記」 ノアの箱舟の防水材として

アスファルトが使用された、らしい

B.C. 1000年代 ミイラの防腐剤としてアスファルトを利用した

B.C. 600頃 バビロン王の道（行列道路）

はじめてのアスファルト舗装道路

人とアスファルトの関わり
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飛鳥時代 668年 天智天皇即位式に「燃ゆる土」として新潟県産出の

アスファルトが献上された。（日本書紀）

江戸時代 1790年代 秋田県で産出した天然アスファルトで

油煙（墨の原料）を製造

明治時代 1878年 最初のアスファルト舗装

（東京市昌平橋）

秋田県産アスファルトで。

舗装、貯水池防水などに利用。大正１２年枯渇

昭和時代 1930年代 各地で蒸留精製による

石油アスファルト生産開始

1963年 名神高速道路開通

日本におけるアスファルトの歴史
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アスファルト 石油アスファルト

天然アスファルト

改質アスファルト

天然に産出するｱｽﾌｧﾙﾄ

原油を精製して生産する
ｱｽﾌｧﾙﾄ

ゴム、樹脂などで
性能を改善したｱｽﾌｧﾙﾄ

Trinidad Lake Asphalt

アスファルトの種類
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日本は原油の99%を輸入

製油所

20～21日

7～8日

アスファルトの製造 ～原油の輸入～
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写真：Google

アスファルトの製造
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加熱炉

原油

蒸留装置： 沸点差を利用して留分を分ける

350ºC
軽 油

240～350ºC

アスファルト

350ºC～

灯 油

145～270ºC

ガソリン

30～150ºC

LPガス留分
～30ºC

原油からアスファルトができるまで
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減圧蒸留装置

常圧蒸留装置
大気圧下で蒸留を行う

アスファルト製造では、さらに

減圧下（約50hPa）で蒸留し
高沸点留分のみを得る

原油からアスファルトができるまで
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原油からアスファルトができるまで
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脱瀝油留分

燃料油留分
常

圧

蒸

留

装

置

プ ロパン
脱 瀝装置

PDA*

常圧残油

潤滑油製造工程

燃料油製造工程

舗装用

アスファルト

製品

*PDA:プロパン脱瀝アスファルト

改質装置
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タンク
中間
タンク

減

圧

蒸
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置

中間
タンク
中間
タンク

製品
タンク

燃料を生産するときも、重質分が生産されますが、アスファルトとせず

分解装置等で燃料に変換、若しくはそのまま自家燃料として使用します。

燃料油の製造
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アスファルトを生産するときは、アスファルト製造用に調達した原油を用いて、

専用の条件で製油所運転を行います。

350ºC, 1気圧

350ºC,
0.05気圧

石油アスファルトの製造

脱瀝油留分
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• 常温では安定な物質

• 加熱溶融状態では、取り扱いに注意を要する

• 火傷

• 熱源から離れる

• 保護具を着用する

• 危険性を想定する など

アスファルトの安全性／危険有害性の基本事項
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SDS制度 （経済産業省HPより抜粋）

SDS制度とは (http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/msds/msds.html)

化管法SDS(Safety Data Sheet : 安全データシート)制度とは、事業者に
よる化学物質の適切な管理の改善を促進するため、化管法で指定された

「化学物質又はそれを含有する製品」（以下、「化学品」）を他の事業者に

譲渡又は提供する際に、化管法SDS(安全データシート)により、その化学
品の特性及び取扱いに関する情報を事前に提供することを義務づけるとと

もに、ラベルによる表示に努めていただく制度です。

取引先の事業者から化管法SDSの提供を受けることにより、事業者は自
らが使用する化学品について必要な情報を入手し、化学品の適切な管理
に役立てることをねらいとしています。

化管法： 化学物質排出把握管理促進法
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背景

化学品を取扱う事業者には、本来、規制の有無に関わらず、人の健康や
環境への悪影響をもたらさないよう化学品を適切に管理する社会的責任が
あります。
特に、化学品の適正管理を行うためには、有害性や適切な取扱方法など

に関する情報が必須です。しかしながら、化学品の譲渡・提供を行う事業者

は、取引先の事業者に比べて化学品の有害性等の情報を入手しやすい立

場にある一方で、これらの情報は、取引の際に積極的に提供されにくい性

質を有することから、“事業者から事業者へ”の有害性等の情報の確実な伝

達の必要が認識されるようになりました。

そのため、我が国においては、平成11年7月に公布された「化学物質排出
把握管理促進法」のもと、化学品の性状や取扱いに関する情報の提供を規
定する制度（化管法SDS制度）が法制化され、平成13年1月から運用され
ています。

SDS制度 （経済産業省HPより抜粋）
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また、様々な化学品が世界各国で流通している近年、国際標準となる情

報伝達方法の整備の必要性が高まっており、2003年には、化学品の分
類・表示方法の国際標準として「化学品の分類および表示に関する世界調

和システム: Globally Harmonized System of Classification and 
Labeling of Chemicals（GHS）」が国連において採択されました。

GHSの導入は、欧米諸国やアジア各国においても進められてきています
が、我が国でも、化学物質排出把握管理促進法（化管法）に基づく情報伝

達等において、その導入が進められており、2012年6月から、化管法に基
づく情報伝達を行う際には、GHSに基づくJISに適合する化管法SDS及び
化管法ラベルの提供に努めていただくこととなりました。

SDS制度 （経済産業省HPより抜粋）
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経済産業省HP  http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/msds/msds.html など
化学物質排出把握管理促進法 製造産業局化学物質管理課化学物質リスク評価室

厚生労働省HP  http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/130813-01.html など
労働安全衛生法： 厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課

毒物及び劇物取締法 厚生労働省医薬食品局審査管理課化学物質安全対策室

日本国内におけるSDS制度（SDSの提供やラベル表示による情報伝達）に
ついては、現在、化管法の他にも、労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法に
て規定されています。

化学物質排出把握管理促進法（化管法） 562物質

労働安全衛生法（安衛法） 640物質

毒物及び劇物取締法（毒劇法） 382物質

これらに
掲載される物質は
通知義務が発生する

アスファルトは「安衛法」で「鉱油」に該当するため、

SDSにより安全性情報を通知・表示する必要がある

SDS制度 （経済産業省HPより抜粋）
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JIS Z 7253 および 7252 に則り作成され、提供（通知）され、
次の16項目が記載されています。

1). 化学品名（製品名）および会社情報
2). 危険有害性情報の要約
3). 組成および成分
4). 応急措置
5). 火災時の措置
6). 漏出時の措置
7). 取扱い及び保管上の注意
8). ばく露防止及び保護措置

9). 物理的及び化学的性状
10). 安全性及び反応性
11). 有害性情報
12). 環境影響情報
13). 廃棄上の注意
14). 輸送上の注意
15). 適用法令
16). その他の情報

各項目にはSDS作成時に入手できる最新の安全性に
関する情報が、機密となる情報を除き、記載されます。

SDSの内容
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ストレートアスファルトのSDSの内容 （例）

１．製品及び会社情報

事業者情報、連絡先等を記載しています。
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ストレートアスファルトのSDSの内容 （例）

２．有害性情報の要約

製品の①GHS分類、②GHSラベル、および③注意書き等を記載しています。
「11.有害性情報」にも同様に、危険有害性 情報を記載しています。
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２．有害性情報の要約

製品の①GHS分類、②GHSラベル、および③注意書き等を記載しています。
「11.有害性情報」にも同様に、危険有害性 情報を記載しています。

ストレートアスファルトのSDSの内容 （例）

加熱時の火傷、蒸気の吸入に対する注意事項を記載
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３．組成、成分情報

製品の化学組成、登録状況等を記載しています。

ストレートアスファルトのSDSの内容 （例）

安衛法による 表示対象物（通知対象物） に該当する
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４．応急措置

ストレートアスファルトのSDSの内容 （例）
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５．火災時の措置、 ６．漏出時の措置

ストレートアスファルトのSDSの内容 （例）
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７．取り扱い及び保管上の注意

ストレートアスファルトのSDSの内容 （例）
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ACGIH（American Conference of Governmental Industrial Hygienists; アメリカ合衆国産業衛生専門家会議）
のみ、「アスファルト・ヒューム」の許容濃度値（Threshold Limit Values）として勧告。

ストレートアスファルトのSDSの内容 （例）

８．ばく露防止および保護措置
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ストレートアスファルトのSDSの内容 （例）

１１．有害性情報
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ストレートアスファルトのSDSの内容 （例）
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ストレートアスファルトのSDSの内容 （例）

SDSには
加熱した際の 火傷、蒸気の吸入 に対する

注意事項を記載

１５．適用法令
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労働安全衛生法の改正により、2016年6月1日から、作業環境
における「危険性又は有害性等の調査（リスクアセスメント）」が
義務化されました。

事業者は、厚労省令で定めるところにより、第57条第1項の政令
で定める物及び通知対象物による危険性又は有害性等を調査し
なければならない。

※ 厚労省令で定めるところによりとは、リスクアセスメントを実施する

タイミング等について定める。具体的には、新規に化学物質を採用する際や

作業手順を変更する時など、従来の実施時期を基本に定める。

リスクアセスメントについて

参考URL： http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/0000093767.pdf 等
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http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/0000049215.pdf

労働安全衛生法の改正(H27.6.1)について
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作業者がアスファルトを取り扱う際に、

1. アスファルトそのものの、危険または健康障害を生ずるおそれの程
度（発生可能性）と、その程度（重篤度）を考慮する方法

例①： 化学物質リスク簡易評価法（コントロール・バンディング）

※アスファルトにはGHSラベルが付かないため不向き

例②： 発生可能性と重篤度を相対的に尺度化し、縦軸と横軸に

割り付けた表を使用してリスクを見積もる方法（マトリックス法）

2. アスファルト（蒸気等）にさらされる程度（ばく露濃度など）とこの対象
物の有害性の程度を考慮する方法

例①： 対象の業務について作業環境測定などによって測定した

作業場所における化学物質などの気中濃度などを、ばく露限界等

と比較する方法

リスクアセスメントについて： 具体的手法
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屋外試験場で、ブローンアスファルトを260ºCに加熱し、実際
の防水工事を行い、作業環境測定士の指導の下、H2S とCO の
濃度を測定した。

屋外の防水工事現場での作業環境測定例
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屋外試験場で、ブローンアスファルトを260ºCに加熱し、実際
の防水工事を行い、作業環境測定士の指導の下、H2S とCO の
濃度を測定した。

屋外の防水工事現場での作業環境測定例
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硫化水素、一酸化炭素いずれも検知管の検出限界以下。

屋外の防水工事現場での作業環境測定例

屋外試験場で、ブローンアスファルトを260ºCに加熱し、実際
の防水工事を行い、作業環境測定士の指導の下、H2S とCO の
濃度を測定した。
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• アスファルトの物性、製造方法の説明

• 原料を選択・調達して製造している。目的生産物

• 軽質分は減圧蒸留により取り除いている

• アスファルトの安全性についての説明

• 供用温度では（事実上）無害

• 加熱時の火傷予防対策が重要（意図して蒸気を吸引しない）

• ストレートアスファルトSDSの内容

• リスクアセスについて（GHSラベル無し。火傷リスクで実施）

• 防水工事現場での作業環境測定例

• まとめ

• 作業温度を下げれば、火傷リスク、蒸気、においが減少

• 温度低減技術は、中温化技術として提案されつつある

まとめ
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ご清聴ありがとうございました


